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全国の看護科を設置している高校数 ９９校
・５年一貫教育校 ８２校

（看護師国家試験受験資格取得可）

 ・准看護師教育校  １５校

（准看護師試験受験資格取得可）

・看護進学教育校  ２校

(看護系上級学校進学を目指す）

・看護専攻科教育校  ６校

（２年課程看護学校）

・技能連携教育校    ３校
（複数の課程を設置している高校もあるため合計数は一致しない）
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看護師等養成所と年限
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知事試験

高等学校における養成課程
・５年一貫看護師課程：高等学校本科・専攻科を
合わせた５年間
・専攻科２年課程：准看護師免許取得者が２年間
・准看護師課程（高校衛生看護科）： 高校３年間

2025年度 看護系高等学校数
（課程別）

■ 5年一貫看護師課程 82校
■ 准看護師養成課程     15校
■ 高校専攻科（2年課程）  6校
■ 技能連携校          ３校
■ 看護進学教育課程      2校



埼玉県立常盤高等学校
沿 革 昭和４５年 埼玉県立常盤女子高等学校として開校

昭和４６年 現在のさいたま市桜区に校舎を移転（現在に至る）

平成 ７年 看護専攻科を開設

平成１４年 ５年一貫教育が開始

平成１５年 共学化により校名を埼玉県立常盤高等学校へ変更

学 科 看護科・看護専攻科

生徒数 各学年８０名定員 全校４００名定員

特 徴 全国でも珍しい看護科単独の高校 埼玉県では唯一の看護科設置校

看護専攻科へは、看護科を卒業すると無試験で進級

看護師国家試験は例年ほぼ１００％近く合格（全国平均９０％程度）

進路先は就職約９０％（原則、県内の病院等） 進学約１０％ 3



目指す学校像
「豊かな人間性、確かな知識・技術を兼ね備えた

看護のスペシャリストの養成」
今年度の重点目標

１ 主体的な学びを推進する魅力ある授業を追求し、授業改善を

推進することで、学力の一層の向上を図る。

２ 教職員一丸で社会の変化に対応できる教育活動を実践するこ

とで、心身ともにに逞しく規律ある生徒を育てる。

３ 看護職への自覚を高めるとともに、看護師としての職業観・

倫理観を育成するキャリア教育を推進する。

４ 地域・保護者・関係機関との連携強化と効果的な情報発信に

より、愛され信頼される学校づくりを推進する。
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５年一貫教育による看護師養成
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教育課程

• 緑が「普通教科」「一般教

科」

・赤が「看護科」の科目

１年 ７単位 ２年１３単位

３年１４単位

・学習指導要領及び保健師助産師

看護師学校養成所指定規則に基

づき教育課程を編成
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基礎看護（１年生）

ベッドメイキング

手浴教室での授業

車いす移乗
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基礎看護（２年生）

筋肉注射の実技練習

創傷管理

血圧測定

滅菌操作
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老年・成人看護（２・３年生）

高齢者体験

地域交流会 心肺蘇生法

吸引
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母性看護 （看護科3年生）

沐浴

妊婦体験 計測
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大学との連携講座 （看護科2年・3年）

（主な連携先）
・女子栄養大学
・日本薬科大学

11



探究的な学び～プロジェクト学習～

データやエビデンスを基にグループでの探究的な学び
～論理的思考力・判断力・表現力等の資質・能力を育成～ 12



・４名～６名程度でグループを作り、各学年のテーマに沿って課題を設定し探究活動を行う
・令和７年度の各学年のテーマ
１年生 地域プロジェクト「健やかに安心して生活できる拠り所」を提案します！
２年生 私たちが確かめたエビデンスに基づいた看護技術を提案します！
３年生 地域しあわせプロジェクト「生活者それぞれが抱える課題や困りごとを解決する方法」を提

案します！
・教育課程上に位置付けは１，２年生が「基礎看護」３年生が「成人看護」しかし、授業時間は極力使
わず、夏季休業や放課後を中心に実験・調査・研究を含めて行っている
・研究成果を「合同プレゼンテーション」の場において発表（１０月）
・「合同プレゼンテーション」は看護科１年～３年を縦割りにした４つの会場で行う
・司会・タイムキーパー等の運営は、すべて生徒が主体で行う 13



２年生の実践例 課題設定 → 予想される結果 → 必要な実験等
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実験・情報収集 → 分析・まとめ → 看護技術の提案・発表
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省察（リフレクション） → 次の課題へ
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フィジカルアセスメントの授業

バイタルサイン測定試験採血の授業

看護専攻科
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戴帽式（看護科３年）
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看護科の主な臨地実習先

【医療機関（３年生）】（３週間×２回）
・さいたま市民医療センター

・さいたま北部医療センター

・埼玉メディカルセンター

・川口工業総合病院

・春日部市立医療センター

・越谷市立病院
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専攻科の主な臨地実習先（医療機関）
（２週間×９回）

・埼玉県立小児医療ｾﾝﾀｰ

・埼玉県立精神医療ｾﾝﾀｰ

・埼玉県立がんセンター

・埼玉精神神経センター

・埼玉医大総合医療ｾﾝﾀｰ

・埼玉メディカルセンター

・さいたま市民医療センター

・さいたま北部医療センター

・訪問看護ステーション

・川口工業総合病院

・越谷市立病院

・西熊谷病院

・かしわざき産婦人科

・山王クリニック
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埼玉県立病院機構 国立病院機構埼玉病院

埼玉メディカルセンター さいたま市立病院

さいたま北部医療センター 川口市立医療センター

春日部市民医療センター さいたま赤十字病院

越谷市立病院 埼玉協同病院

埼玉医科大学グループ 自治医科大学附属さいたま医療センター

北里大学メディカルセンター 獨協医科大学越谷病院

川口工業総合病院 防衛医科大学病院

さいたま市民医療センター IMS富士見病院

西熊谷病院 IMS三芳病院

かしわざき産婦人科 上尾中央病院

主な就職先（H28～R６）

実習病院（青部分）に7割は就職
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大
学
編
入
（
3
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次
）

埼玉県立大学 助
産
師

埼玉医科大学短期大学
専攻科（母子）

信州大学 神奈川県衛生看護専門学校
助産師学科

群馬大学 日本赤十字社助産師学校

新潟大学 母子保健研修センター助産
師学校

愛媛大学 中林病院助産師学院

大分大学 あびこ助産師学院

養
護
教
諭

女子栄養大学 保
健
師

早稲田医療技術専門学校

山形大学特別別科 幸手看護専門学校保健学科

金沢大学特別別科

主な進学先（H28～R６）
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最後に

私たちは将来の医療を支える子供
たちを全力で応援します
「看護を行う私たちは、人間とは何か、人はいかに生きるかをいつも問いただし、研
鑽を積んでいく必要がある」（フローレンス・ナイチンゲール」
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